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千
葉
県
鎌
ヶ
谷
市
が
交
通
事
故
半
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
推
進
協
議
会
（
以
下
、
事
故
半
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）

を
発
足
さ
せ
た
の
は
平
成
11
年
度
で
あ
る
。
事
故
半

減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
市
民
参
加
に
よ
っ
て
交
通
安

全
対
策
を
進
め
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
市
民
代
表

（
自
治
会
連
合
協
議
会
、
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
、
小

中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
）、
市
内
関
係
団
体

（
医
師
会
、
交
通
安
全
協
会
、
京
葉
地
区
タ
ク
シ
ー

運
営
協
議
会
）、
関
係
行
政
機
関
（
千
葉
県
警
察
本

部
、
鎌
ヶ
谷
警
察
署
、
千
葉
県
環
境
生
活
部
交
通
安

全
対
策
課
、
千
葉
県
土
木
部
、
国
土
交
通
省
関
東
地

方
整
備
局
）
で
構
成
さ
れ
、
学
識
経
験
者
と
し
て

（
財
）
国
際
交
通
安
全
学
会
「
自
治
体
に
お
け
る
市

民
参
加
型
交
通
安
全
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
の
研
究
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
が
加
わ
っ
て
い
る
。

こ
の
事
故
半
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
務
局
を
担
当

し
た
鎌
ヶ
谷
市
土
木
部
道
路
河
川
管
理
課
交
通
安
全

推
進
係
主
査
補
・
葛
山
順
一
さ
ん
は
、
市
民
参
加
型

の
手
法
を
試
み
た
理
由
を
次
の
よ
う
に
語
る
。

「
い
ま
ま
で
は
、
道
路
を
つ
く
っ
た
り
、
改
修
す

る
時
に
交
通
安
全
対
策
の
面
か
ら
検
証
す
る
こ
と

は
、
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
交
通

安
全
の
対
策
を
す
る
と
し
て
も
行
政
側
に
十
分
な
デ

ー
タ
が
な
く
、
市
の
道
路
担
当
者
が
現
場
を
観
察
し
、

す
で
に
あ
る
対
策
を
あ
て
は
め
て
対
応
す
る
と
い
う

形
で
し
た
。
例
え
ば
、
出
会
い
頭
事
故
を
減
ら
す
た

め
、
車
道
上
に
カ
ラ
ー
舗
装
を
設
置
し
た
が
、
こ
れ

で
効
果
が
あ
る
の
か
、
住
民
が
求
め
て
い
る
こ
と
な

の
か
と
い
う
疑
問
が
常
に
あ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
、

そ
の
地
域
で
、
ど
の
よ
う
な
事
故
が
起
き
て
い
る
の

か
と
い
う
調
査
デ
ー
タ
と
、
そ
こ
で
生
活
し
て
い
る

住
民
が
実
感
し
て
い
る
問
題
点
を
合
わ
せ
て
分
析
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
が
見
え
て
き
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
住
民
参
加
に
よ
っ
て
交
通
安
全
対
策
に
取

り
組
ん
で
い
く
必
要
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
事
故
半

減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
行
政
だ
け
で
な
く
住
民
と
情

報
交
換
し
な
が
ら
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
把
握
し
、
対
策

を
一
緒
に
考
え
る
市
民
参
加
型
で
推
進
す
る
こ
と
を

基
本
と
し
た
わ
け
で
す
」。

行
政
と
住
民
の
そ
れ
ぞ
れ
の
情
報
を
持
ち
寄
っ
て

問
題
点
を
明
ら
か
に
す
る
仕
組
み
に
つ
い
て
は
、

（
財
）
国
際
交
通
安
全
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
協

力
を
得
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
Ｇ
Ｉ
Ｓ
（
地
理
情

報
シ
ス
テ
ム
）
を
活
用
し
た
支
援
シ
ス
テ
ム
を
構
築

し
運
用
し
て
い
る
。
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
警
察
の
持

つ
事
故
デ
ー
タ
と
住
民
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
体
験
デ
ー

タ
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
た
一
般
道
路
利
用
者

か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
体
験
デ
ー
タ
を
収
集
し
、
そ
れ
を
デ
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人とクルマのいい関係をめざして
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している住民が実感して
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見えてきます。
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市民参加による
交通安全対策の推進

歩行者・自転車利用者の交通事
故死者数の5割以上は、自宅か
ら500ｍ以内の生活圏内で事故
にあっている。さらに、その死者
数のうち4分の3以上が高齢者
であり、地域の生活道路での交
通事故が交通安全対策の大き
な課題となっている。本紙は今年
度、こうした生活道路での交通事
故の削減に取り組む現場からの
レポート「シリーズ：現場最前線
～生活道路の交通事故削減に
向けて」をお送りしていく。第１回
となる今回は、行政と住民、地域
団体の連携によって生活道路の
事故を減少させた千葉県鎌ヶ谷
市を取り上げ、住民参加による交
通安全対策がどのように展開さ
れたのかを紹介する。

★２００６年度シリーズ：現場最前線～生活道路の交通事故削減に向けて
今後の掲載予定

第２回　生活道路の自転車事故
第３回　生活道路の高齢歩行者事故
第４回　生活道路の高齢ドライバー事故　※内容は変更する場合があります。掲載号は未定。

鎌ヶ谷市の東初富地区内では、交通事故や
ヒヤリ体験の多い交差点に、交差点の路面
を盛り上げたハンプが設置された

シリーズ：現場最前線 ～生活道路の交通事故削減に向けて

第1回
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ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
そ
れ
ぞ
れ
地
図
に
反
映
し
、

事
故
と
ヒ
ヤ
リ
体
験
の
デ
ー
タ
を
統
合
管
理
・
分

析
し
て
、
危
険
箇
所
の
抽
出
、
特
定
箇
所
の
事
故

形
態
や
要
因
を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ

れ
に
基
づ
い
て
、
安
全
対
策
を
行
う
地
域
、
箇
所

の
選
定
、
効
果
的
な
対
策
の
検
討
な
ど
を
行
い
、

対
策
を
実
施
し
て
そ
の
効
果
、
事
故
が
ど
の
く
ら

い
減
少
し
た
の
か
、
住
民
が
安
全
に
歩
行
や
運
転

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
か
な
ど
を
検
証
す
る
。

人
身
・
物
損
事
故
の
デ
ー
タ
は
警
察
か
ら
、
ヒ
ヤ
リ

体
験
デ
ー
タ
は
、
市
内
の
公
民
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
公
共
施
設
の
利
用
者
、
小
中

学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
を
配
布

し
た
ほ
か
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
使
っ
て
収
集
し
、

1
ヵ
月
間
で
６
４
５
件
の
情
報
を
集
め
た
。

事
故
半
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
業
は
具
体
的
に

は
、
交
差
点
に
着
目
し
た
点
的
な
対
策
、
路
線
を

対
象
に
し
た
線
的
対
策
、
地
区
の
生
活
道
路
を
対

象
と
す
る
面
的
対
策
の
３
つ
の
段
階
で
行
わ
れ

た
。
事
業
の
実
施
対
象
は
、
実
際
の
事
故
と
ヒ
ヤ

リ
体
験
デ
ー
タ
の
統
合
分
析
か
ら
件
数
が
多
く
、

危
険
性
の
高
い
市
道
を
対
象
に
、
点
的
対
策
で
は

鎌
ヶ
谷
市
内
の
稲
荷
西
交
差
点
と
中
新
山
交
差

点
、
線
的
対
策
は
市
道
37
号
線
、
面
的
対
策
は
東

初
富
地
区
を
選
定
。
平
成
13
年
度
は
ま
ず
点
的
対

策
の
検
討
・
実
施
、
平
成
14
年
度
が
点
的
対
策
効

果
の
把
握
、
平
成
15
年
度
は
線
的
対
策
の
検
討
・

実
施
、
面
的
対
策
の
検
討
、
平
成
16
年
度
が
面
的

対
策
の
実
施
・
対
策
効
果
の
把
握
と
、
事
業
を
進

め
て
い
っ
た
。

点
的
対
策
の
稲
荷
西
交
差
点
で
は
、
過
去
に
発

生
し
た
事
故
状
況
の
分
析
（
平
成
７
〜
11
年
）
で

出
会
い
頭
事
故
が
多
く
、
住
民
か
ら
の
ヒ
ヤ
リ
体

験
の
分
布
と
内
容
か
ら
視
認
性
の
悪
さ
が
事
故
要

因
と
し
て
浮
き
彫
り
に
さ
れ
た
。
対
策
に
つ
い
て
、

従
来
な
ら
ク
ル
マ
対
策
が
中
心
に
な
り
が
ち
だ
っ

た
が
、
地
域
住
民
と
の
対
策
会
議
を
開
き
、
ヒ
ヤ

リ
体
験
の
ア
ン
ケ
ー
ト
等
の
意
見
か
ら
、
歩
行
者

の
安
全
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
と
い
う
問
題
点

が
判
明
し
た
。
対
策
は
、
交
差
点
の
北
側
部
分
に

歩
道
と
ガ
ー
ド
レ
ー
ル
を
設
置
し
た
ほ
か
、
直
進

車
と
左
折
車
が
ク
ロ
ス
し
な
い
よ
う
に
ポ
ス
ト
コ

ー
ン
（
車
線
を
分
離
す
る
た
め
の
ポ
ー
ル
）
を
設

置
。
対
策
の
結
果
、
対
策
前
後
8
か
月
の
事
故
件

数
は
、
事
前
の
18
件
か
ら
事
後
は
7
件
に
減
少
す

る
と
い
う
成
果
を
あ
げ
た
。

線
的
対
策
は
、
市
道
37
号
線
の
約
1.8
km
区
間
を

対
象
と
し
た
。
こ
の
区
間
で
は
、
平
成
14
年
に
死

亡
事
故
が
３
件
発
生
し
て
い
る
。
こ
れ
ま
で
も
事

故
が
発
生
し
、
地
元
住
民
か
ら
も
交
通
安
全
対
策

の
要
望
が
多
く
、
警
察
も
「
事
故
多
発
路
線
」
に

指
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
死
亡
事
故
が
続
い
た

平
成
14
年
に
、
地
元
の
新
山
町
会
会
長
の
渡
辺
幸

一
さ
ん
は
住
民
の
要
望
を
ま
と
め
、
市
長
に
陳
情

書
を
提
出
し
た
。「
平
成
14
年
の
2
月
に
1
人
、

9
月
に
2
人
の
高
齢
者
が
市
道
37
号
線
を
横
断
中

に
は
ね
ら
れ
て
亡
く
な
り
ま
し
た
。
1
人
は
う
ち

の
町
内
の
方
で
、
も
う
1
人
も
近
く
の
自
治
会
の

方
で
す
。
陳
情
書
で
ボ
タ
ン
式
信
号
機
の
設
置
と
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
設
置
を
お
願
い
し
ま
し
た
。
歩

行
者
の
横
断
を
防
ぐ
中
央
分
離
帯
の
設
置
と
い
う

意
見
も
あ
っ
た
の
で
す
が
、
ク
ル
マ
の
出
入
り
が

不
便
に
な
っ
て
困
る
と
い
う
住
民
も
お
り
、
ま
と

ま
り
ま
せ
ん
で
し
た
」。
地
域
か
ら
の
要
望
な
ど

も
受
け
、
平
成
15
年
度
か
ら
線
的
対
策
の
検
討
と

対
策
が
始
ま
っ
た
。
市
道
37
号
線
の
住
民
組
織
に

市
役
所
と
警
察
の
担
当
者
が
入
っ
て
構
成
す
る
事

故
防
止
の
対
策
協
議
会
が
9
月
に
ス
タ
ー
ト
し
、

3
回
に
わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
た
。
参
加
し
た
住
民

は
、
新
山
町
会
な
ど
６
つ
の
自
治
会
、
４
つ
の
老

人
ク
ラ
ブ
、
２
つ
の
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
中
学
校
Ｐ

Ｔ
Ａ
、
地
区
連
合
会
、
商
店
街
、
沿
道
の
花
壇
な

ど
の
管
理
を
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー

プ
、
事
故
を
き
っ
か
け
に
つ
く
ら
れ
た
有
志
に
よ

る
交
通
安
全
を
考
え
る
会
な
ど
17
の
組
織
の
代
表

20
名
。
渡
辺
さ
ん
に
よ
る
と
こ
の
地
域
で
、
こ
う

し
た
住
民
組
織
と
市
役
所
、
警
察
署
が
地
域
の
問

題
に
つ
い
て
対
策
協
議
会
を
つ
く
っ
た
の
は
初
め

て
と
い
う
。「
住
民
の
ヒ
ヤ
リ
体
験
の
ア
ン
ケ
ー

ト
を
各
町
会
で
や
り
ま
し
た
。
う
ち
の
町
会
で
は

ア
ン
ケ
ー
ト
以
外
に
、
交
通
問
題
に
つ
い
て
い
ろ

い
ろ
と
話
し
合
い
も
行
い
ま
し
た
。
関
心
が
高
か

っ
た
の
か
、
配
布
し
た
ヒ
ヤ
リ
体
験
の
ア
ン
ケ
ー

ト
は
ほ
ぼ
す
べ
て
回
収
で
き
ま
し
た
。
書
き
き
れ

な
く
て
裏
に
ま
で
書
く
人
も
い
ま
し
た
。
思
っ
て

い
た
以
上
に
、
み
な
さ
ん
、
い
ろ
い
ろ
と
感
じ
て

い
た
の
だ
と
思
い
ま
し
た
ね
」。

事
故
半
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
事
故
・
ヒ
ヤ

リ
体
験
デ
ー
タ
の
集
計
・
分
析
、
地
点
速
度
調
査
、

道
路
横
断
状
況
調
査
な
ど
の
交
通
調
査
結
果
の
集

計
・
分
析
で
問
題
点
の
整
理
を
行
い
、
対
策
を
検

討
し
た
。
問
題
点
と
し
て
、
事
故
多
発
区
間
は
①

直
線
で
ク
ル
マ
の
ス
ピ
ー
ド
が
出
や
す
い
環
境
、

②
路
上
駐
車
が
多
い
、
③
街
路
樹
や
植
栽
が
視
認

性
を
阻
害
、
④
道
路
を
横
断
し
や
す
い
環
境
、
の

4
点
が
上
が
っ
た
。
こ
れ
に
対
し
、
路
肩
を
狭
め

て
駐
車
し
に
く
い
環
境
、
斜
め
横
断
が
し
に
く
い

よ
う
に
防
護
柵
を
設
置
、
交
差
点
付
近
の
街
路
樹

を
伐
採
す
る
な
ど
の
対
策
を
実
施
し
た
。
こ
の
結

果
、
対
策
実
施
前
の
平
成
12
〜
14
年
の
3
年
間
の

年
平
均
事
故
件
数
が
約
51
・
7
件
だ
っ
た
も
の
が
、

平
成
16
年
は
29
件
と
44
％
減
少
し
た
。

次
の
面
的
対
策
は
、
市
内
の
交
通
事
故
多
発
地

区
の
う
ち
単
位
人
口
お
よ
び
単
位
面
積
あ
た
り
の

事
故
件
数
が
上
位
で
、
幹
線
道
路
に
挟
ま
れ
た
住

宅
地
で
あ
る
東
初
富
地
区
を
対
象
に
平
成
15
年
度

か
ら
始
ま
っ
た
。
約
１
８
０
０
世
帯
が
住
む
こ
の

地
区
の
特
徴
は
鎌
ヶ
谷
大
仏
交
差
点
の
渋
滞
を
避

け
て
、
住
宅
地
内
の
生
活
道
路
を
抜
け
道
と
し
て

利
用
す
る
通
過
交
通
が
非
常
に
多
い
こ
と
で
あ
っ

た
。
住
民
か
ら
は
、
幅
５
ｍ
ぐ
ら
い
の
生
活
道
路

に
ク
ル
マ
が
次
々
と
入
っ
て
く
る
た
め
、
自
宅
前

の
ゴ
ミ
集
積
所
に
行
こ
う
と
し
て
も
道
路
を
渡
れ

な
い
、
通
学
路
を
歩
く
児
童
の
脇
す
れ
す
れ
に
ク

ル
マ
が
通
過
す
る
、
猛
ス
ピ
ー
ド
で
ク
ル
マ
が
走

り
去
っ
て
い
く
な
ど
、
歩
行
者
が
危
険
な
状
況
に

さ
ら
さ
れ
て
い
る
と
い
う
声
が
あ
が
っ
て
い
た
。

東
初
富
地
区
の
交
通
安
全
対
策
で
は
、
ま
ず
地

区
内
の
住
民
を
交
え
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
対
策

検
討
会
）
を
立
ち
上
げ
、
議
論
を
進
め
る
こ
と
に

し
た
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
、
地
区
内
の
10
の
自

治
会
と
老
人
ク
ラ
ブ
、
小
学
校
お
よ
び
中
学
校

（
子
ど
も
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
教
職
員
が
参
加
）
に
、
鎌

ヶ
谷
市
役
所
、
鎌
ヶ
谷
警
察
署
、（
財
）
国
際
交

通
安
全
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
構
成

さ
れ
た
。
そ
し
て
、
年
平
均
40
件
程
度
発
生
し
て

い
る
地
区
内
の
事
故
を
分
析
す
る
と
と
も
に
、
２

週
間
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
「
ク
ル
マ
の
ス
ピ
ー
ド
が

速
い
」「
地
区
内
の
交
差
点
で
ク
ル
マ
や
自
転
車

が
一
時
停
止
せ
ず
急
に
飛
び
出
し
て
き
た
」
と
い

っ
た
２
９
２
件
の
ヒ
ヤ
リ
体
験
を
収
集
。
ま
た
、

交
通
状
況
調
査
も
住
民
と
行
政
が
共
同
で
実
施
し

た
。
ク
ル
マ
の
速
度
調
査
で
は
最
大
で
60
km
／
ｈ

で
走
る
ク
ル
マ
も
確
認
さ
れ
、
参
加
し
た
Ｐ
Ｔ
Ａ

も
こ
の
結
果
に
驚
き
、
危
機
意
識
が
高
ま
っ
た
と

い
う
。
通
過
交
通
が
出
入
り
す
る
主
要
経
路
も
調

査
し
、
鎌
ヶ
谷
大
仏
交
差
点
経
由
で
は
２
５
０
〜

４
０
０
秒
か
か
る
と
こ
ろ
が
、
こ
の
地
区
を
通
過

す
る
と
１
０
０
秒
ま
で
短
縮
で
き
る
こ
と
、
地
区

内
に
流
入
す
る
ク
ル
マ
の
う
ち
35
％
か
ら
50
％
近

く
が
通
過
交
通
で
あ
る
こ
と
も
判
明
し
た
。
地
元

の
ク
ル
マ
は
周
辺
の
状
況
が
分
か
っ
て
い
る
の
で

ス
ピ
ー
ド
を
出
さ
な
い
が
、
通
過
交
通
の
運
転
者

は
先
を
急
ぐ
た
め
ス
ピ
ー
ド
を
出
す
傾
向
が
あ
る

と
い
う
。
こ
う
し
た
調
査
と
事
故
・
ヒ
ヤ
リ
体
験

デ
ー
タ
か
ら
、
事
故
・
ヒ
ヤ
リ
多
発
箇
所
と
通
過

交
通
の
主
た
る
経
路
が
合
致
す
る
こ
と
が
明
ら
か

に
な
っ
た
。

住
民
が
経
験
的
に
危
な
い
と
感
じ
て
い
た
こ
と

が
、
実
際
の
調
査
で
具
体
的
な
数
値
と
し
て
裏
付

け
ら
れ
た
こ
と
で
、
住
民
と
行
政
が
状
況
や
問
題

点
に
つ
い
て
の
認
識
を
共
有
で
き
た
こ
と
を
評
価

す
る
の
は
、（
財
）
国
際
交
通
安
全
学
会
の
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
こ
の
事
業
に
協
力
し

た
千
葉
工
業
大
学
工
学
部
の
赤
羽
弘
和
教
授
だ
。

「
対
策
を
考
え
る
う
え
で
、
そ
こ
ま
で
の
事
実
関

係
を
住
民
と
行
政
、
住
民
同
士
が
共
有
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
。
地
区
内
の
通
過
交
通
対
策
と
し
て

規
制
を
加
え
る
と
い
う
時
に
、
地
区
内
に
は
そ
れ

に
よ
っ
て
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
人
た
ち
ば
か
り
で

は
な
く
、
デ
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
人
た
ち
も
い
る
。

デ
メ
リ
ッ
ト
を
受
け
る
人
が
地
区
全
体
の
メ
リ
ッ

ト
を
優
先
し
て
合
意
形
成
を
す
る
こ
と
が
難
し
い

た
め
に
、
生
活
道
路
の
通
過
交
通
対
策
が
立
て
ら

れ
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
わ
け
で
す
。
住
民
の

合
意
形
成
を
は
か
る
に
は
、
ま
ず
住
民
同
士
が
ど

う
い
う
状
況
で
、
な
に
が
問
題
か
と
い
う
認
識
を

共
有
す
る
こ
と
が
前
提
に
な
る
と
思
い
ま
す
」。

調
査
、
分
析
な
ど
で
地
区
の
問
題
点
を
抽
出
し

た
の
を
受
け
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
対
策
の
検

討
を
行
っ
た
が
、
専
門
技
術
者
で
は
な
い
住
民
が

初
め
か
ら
対
策
案
を
企
画
す
る
の
は
難
し
い
た

め
、（
財
）
国
際
交
通
安
全
学
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
と
行
政
で
複
数
の
案
を
提
案
し
、
そ
の

得
失
を
評
価
し
て
も
ら
う
こ
と
に
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
は
次
の
３
つ
の
案
が
提
示
さ
れ
た
。

Ａ
案：

一
方
通
行
あ
る
い
は
通
行
禁
止
に
し
て
通

過
交
通
を
徹
底
的
に
排
除
す
る

Ｂ
案：

あ
る
程
度
入
る
の
は
仕
方
な
い
が
、
入
っ

て
く
る
な
ら
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
。

Ｃ
案：

鎌
ヶ
谷
大
仏
交
差
点
を
改
良
し
て
、
渋
滞

を
緩
和
す
る
。

赤
羽
教
授
に
よ
る
と
、
Ｂ
案
は
、
鎌
ヶ
谷
大
仏

交
差
点
付
近
の
渋
滞
が
ひ
ど
い
の
で
、
他
の
運
転

者
と
同
じ
よ
う
に
住
民
も
渋
滞
を
避
け
て
地
区
内

を
シ
ョ
ー
ト
カ
ッ
ト
し
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
他

の
運
転
者
の
気
持
ち
も
わ
か
ら
な
く
は
な
い
と
い

う
住
民
の
意
識
を
踏
ま
え
た
案
と
い
う
。
Ｃ
案
は

信
号
制
御
、
道
路
構
造
の
改
良
で
交
差
点
の
渋
滞

を
解
消
す
る
案
だ
が
、
そ
れ
に
は
用
地
買
収
な
ど

が
必
要
で
、
中
長
期
的
な
対
策
と
な
る
た
め
、
そ

現在の稲荷西交差点は直進車と左折車の車線が分離され、信号機
も設置された

点的対策の対象になった中新山交差点はクルマのスピードが出ないように交差点の形状
が変更された

点
か
ら
線
へ
、
そ
し
て

面
的
対
策
を
実
施

交
通
状
況
・
問
題
点
の

認
識
の
共
有
が
重
要

東初富地区内にはドライバーに対して注意
を促す路面表示や標識が設置されている

ることで市民の意識はどう変わったか？
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れ
ま
で
に
何
ら
か
の
短
期
的
対
策
が
必
要
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
赤
羽
教
授
が
危
惧
し
た
の
は
、
通

過
交
通
を
徹
底
的
に
排
除
す
る
Ａ
案
で
住
民
が
ま

と
ま
っ
て
し
ま
う
こ
と
で
あ
っ
た
。「
Ａ
案
は
技

術
的
な
選
択
肢
で
は
あ
っ
て
も
実
現
性
は
低
か
っ

た
の
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
提
示
す
る
時
に
心

配
し
た
の
で
す
が
、
結
果
的
に
あ
る
程
度
入
っ
て

く
る
の
は
仕
方
な
い
が
、
ス
ピ
ー
ド
は
落
と
し
て

も
ら
お
う
と
い
う
Ｂ
案
で
い
く
こ
と
に
落
ち
着
き

ま
し
た
」。
通
過
交
通
を
排
除
す
る
一
方
通
行
案

は
、
交
差
点
の
渋
滞
状
況
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
た
結
果
、
幹
線
道
路
が
さ
ら
に
渋
滞
す
る
こ
と

に
な
る
う
え
、
地
区
内
で
も
不
便
に
な
っ
て
困
る

人
が
少
な
く
な
い
こ
と
、
警
察
の
意
見
で
も
実
行

す
る
こ
と
が
難
し
い
と
い
う
こ
と
で
、
現
実
的
で

な
い
と
住
民
も
判
断
し
た
よ
う
だ
。

当
時
、
鎌
ヶ
谷
警
察
署
交
通
課
規
制
係
長

（
現
在
は
千
葉
県
警
察
本
部
交
通
機
動
隊
）
と
し

て
参
加
し
て
い
た
内
田
桂
三
さ
ん
は
、
住
宅
地
内

の
道
路
を
一
方
通
行
、
あ
る
い
は
通
行
禁
止
に
で

き
な
い
か
と
い
う
意
見
に
対
し
、「
一
方
通
行
は
、

こ
の
地
区
に
は
迂
回
路
が
な
い
た
め
無
理
が
あ
る

こ
と
。
通
行
禁
止
は
地
区
内
の
住
民
の
方
々
が
毎

年
、
通
行
許
可
書
を
警
察
に
申
請
す
る
必
要
が
あ

り
、
そ
の
手
間
を
考
え
る
と
、
こ
れ
も
現
実
的
で

は
な
い
」
と
答
え
た
そ
う
だ
。
ま
た
、
ス
ピ
ー
ド

を
出
し
て
い
る
ク
ル
マ
が
多
い
の
で
、
取
締
り
を

強
化
し
た
ら
ど
う
か
と
い
う
意
見
も
出
た
が
、
速

度
違
反
の
取
締
り
を
実
施
す
る
場
所
が
な
い
た
め

不
可
能
だ
っ
た
。
取
締
り
に
関
し
て
は
、
地
区
内

に
あ
る
一
時
停
止
標
識
の
あ
る
場
所
で
、
一
時
停

止
し
な
い
車
両
の
取
締
り
を
行
っ
た
と
い
う
。

対
策
と
し
て
決
定
し
た
走
行
速
度
を
抑
制
す
る

方
法
に
は
ハ
ン
プ
（
ク
ル
マ
の
速
度
を
下
げ
る
た

め
道
路
の
一
部
を
盛
り
上
げ
た
も
の
）
と
道
路
の

狭
さ
く
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
デ
バ
イ
ス
を
導
入
す

る
に
は
、
ど
の
程
度
の
速
度
抑
制
効
果
が
あ
る
の

か
、
予
期
せ
ぬ
副
次
的
影
響
は
な
い
の
か
、
あ
る

程
度
予
測
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
、

社
会
実
験
と
し
て
仮
設
の
デ
バ
イ
ス
を
単
路
部
に

設
置
し
て
、
地
点
速
度
調
査
、
ク
ル
マ
が
ハ
ン
プ

を
乗
り
越
え
る
と
き
の
振
動
・
騒
音
調
査
、
運
転

者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
な
ど
を
住
民
も
参
加
し

て
行
っ
た
。
そ
の
結
果
、
ハ
ン
プ
の
速
度
抑
制
効

果
は
大
き
く
そ
の
継
続
性
も
あ
る
が
車
庫
の
出
入

り
口
付
近
に
設
置
す
る
と
ク
ル
マ
の
出
し
入
れ
の

支
障
に
な
る
こ
と
、
歩
行
空
間
の
幅
を
広
く
と
る

よ
う
に
白
線
を
引
き
直
す
と
と
も
に
カ
ラ
ー
舗
装

す
る
こ
と
で
ク
ル
マ
か
ら
は
車
道
が
狭
く
見
え
て

速
度
を
抑
制
す
る
効
果
が
あ
る
こ
と
、
ハ
ン
プ
に

よ
る
振
動
と
騒
音
が
大
き
く
、
静
穏
な
生
活
に
影

響
を
与
え
る
こ
と
、
な
ど
が
分
か
っ
た
。
こ
う
し

た
社
会
実
験
の
結
果
を
も
と
に
、
本
来
、
一
時
停

止
も
し
く
は
徐
行
す
べ
き
交
差
点
に
交
差
点
ハ
ン

プ
を
導
入
し
、
振
動
が
発
生
し
に
く
い
滑
ら
か
な

形
状
と
道
路
の
排
水
性
を
確
保
し
た
透
水
舗
装
材

の
採
用
を
決
定
し
た
。
ま
た
、
交
差
点
の
車
道
を

歩
道
に
合
わ
せ
て
盛
り
上
げ
る
こ
と
で
、
こ
れ
ま

で
あ
っ
た
歩
道
と
の
段
差
を
解
消
し
、
車
イ
ス
の

人
が
ス
ム
ー
ズ
に
歩
道
か
ら
横
断
歩
道
を
通
れ
る

よ
う
に
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
で
き
な
い

人
に
対
し
て
は
、
葛
山
さ
ん
な
ど
事
務
局
が
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
ニ
ュ
ー
ス
を
適
宜
発
行
し
、
全
戸
に

配
布
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
の
や
り
と
り
を

で
き
る
限
り
地
区
全
体
に
伝
え
る
努
力
を
し
て
い

る
。
葛
山
さ
ん
は
、「
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加

し
な
か
っ
た
、
知
ら
な
い
と
い
う
人
が
反
対
と
い

っ
て
き
て
も
、
公
開
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
地
域

の
方
々
み
ん
な
で
決
め
た
こ
と
、
そ
の
プ
ロ
セ
ス

も
ニ
ュ
ー
ス
で
情
報
公
開
し
た
こ
と
で
納
得
し
て

も
ら
え
ま
し
た
」
と
い
う
。
従
来
な
ら
、
交
差
点

ハ
ン
プ
の
設
置
工
事
な
ど
を
始
め
る
と
さ
ま
ざ
ま

な
ク
レ
ー
ム
が
自
治
体
に
殺
到
し
、
そ
の
対
応
に

相
当
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
費
や
す
と
い
わ
れ
て
い

た
。
し
か
し
、
今
回
は
市
民
参
加
と
情
報
公
開
に

よ
り
ク
レ
ー
ム
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
よ
う
だ

と
、
赤
羽
教
授
は
評
価
す
る
。
こ
の
対
策
に
よ
り
、

地
区
内
道
路
の
地
点
速
度
の
平
均
値
が
全
調
査
地

点
で
30
km
／
ｈ
以
下
と
な
り
、
40
km
／
ｈ
を
超

す
ク
ル
マ
の
構
成
比
が
約
46
％
か
ら
約
４
％
へ
と

激
減
し
、
地
区
内
へ
の
通
過
交
通
量
も
14
％
程

度
減
少
し
た
。
並
行
し
て
千
葉
県
警
察
本
部
が

鎌
ヶ
谷
大
仏
交
差
点
の
信
号
制
御
を
高
度
化
し
、

幹
線
道
路
の
交
通
状
況
を
改
善
し
た
こ
と
も
、

通
過
交
通
の
減
少
に
は
か
な
り
寄
与
し
て
い
る

だ
ろ
う
と
の
評
価
で
あ
る
。
ハ
ン
プ
の
振
動
・

騒
音
は
様
々
な
工
夫
に
よ
り
軽
減
さ
れ
は
し
た

が
、
対
策
後
の
調
査
で
4
割
程
度
の
周
辺
住
民

が
「
気
に
な
る
」
と
回
答
し
て
お
り
、
技
術
的

課
題
は
残
さ
れ
て
い
る
。

赤
羽
教
授
は
、「
住
民
が
怖
い
と
思
っ
て
い
る

こ
と
や
生
活
安
全
を
損
な
っ
て
い
る
と
感
じ
て
い

る
状
況
に
関
し
て
行
政
も
認
識
を
共
有
し
課
題
を

把
握
す
る
こ
と
が
で
き
た
こ
と
、
市
役
所
と
警
察

が
事
故
デ
ー
タ
の
分
析
や
対
策
の
企
画
・
実
施
な

ど
で
連
携
で
き
た
こ
と
、
地
元
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

組
織
と
行
政
と
の
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
を
介
し
て
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
組
織
で
き
た
こ
と
」
や
葛
山
さ

ん
を
は
じ
め
と
す
る
専
門
技
術
者
た
ち
の
存
在

を
、
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
成
功
要
因
と
し
て
あ

げ
た
。
鎌
ヶ
谷
警
察
署
か
ら
、
東
初
富
地
区
の
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
参
加
し
た
内
田
桂
三
さ
ん
は
、

「
警
察
署
も
管
轄
し
て
い
る
街
の
こ
と
を
隅
々
ま

で
熟
知
し
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
く

に
生
活
道
路
に
関
し
て
は
、
そ
こ
に
暮
ら
し
て
道

路
を
利
用
し
て
い
る
方
々
か
ら
、
こ
う
だ
っ
た
ら

良
い
の
に
と
い
う
意
見
を
い
た
だ
か
な
い
と
、
わ

か
ら
な
い
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
で
住
民
の
方
々
と
一
緒
に
住
宅
街
を
歩
い

て
、
ク
ル
マ
で
通
過
す
る
だ
け
で
は
発
見
で
き
な

い
こ
と
が
、
歩
い
て
み
る
と
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
」

と
、
住
民
と
の
情
報
の
共
有
の
重
要
性
を
指
摘
す

る
。

住
民
参
加
は
、
そ
こ
に
参
加
し
た
人
々
の
安
全

意
識
を
高
め
る
と
い
う
こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
京

葉
地
区
タ
ク
シ
ー
運
営
協
議
会
の
代
表
者
と
し

て
、
事
故
半
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
発
足
時
か
ら
参
加

し
て
い
る
協
進
交
通
（
有
）
代
表
取
締
役
・
小
池

満
尚
さ
ん
は
、
運
転
を
行
う
事
業
者
の
立
場
と
し

て
、
タ
ク
シ
ー
乗
務
員
の
ヒ
ヤ
リ
体
験
調
査
、
タ

ク
シ
ー
の
走
行
経
路
の
デ
ー
タ
収
集
な
ど
に
積
極

的
に
協
力
し
た
。
そ
し
て
、
小
池
さ
ん
は
事
故
半

減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
さ
ま
ざ
ま

な
情
報
を
乗
務
員
の
安
全
運
転
教
育
に
活
か
し

た
。
例
え
ば
、
線
的
対
策
の
市
道
37
号
線
の
問
題

点
を
乗
務
員
に
説
明
し
、
安
全
運
転
の
ポ
イ
ン
ト

と
し
て
、
必
要
以
上
に
速
度
を
出
さ
ず
、
制
限
速

度
の
範
囲
内
で
走
行
す
る
こ
と
を
徹
底
さ
せ
た
。

生
活
道
路
で
の
運
転
に
つ
い
て
も
以
前
は
、
狭
い

道
路
で
住
民
の
方
が
運
転
す
る
ク
ル
マ
と
す
れ
違

う
時
、
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
っ
た
そ
う
だ
。

「
住
民
の
方
は
『
プ
ロ
だ
か
ら
下
が
っ
て
く
れ

れ
ば
い
い
の
に
』、
乗
務
員
は
『
住
民
の
方
が
手

前
の
広
い
と
こ
ろ
で
待
っ
て
い
て
く
れ
れ
ば
お
互

い
が
ス
ム
ー
ズ
に
通
行
で
き
た
の
に
』
と
思
っ
て

い
る
か
ら
、
も
め
る
わ
け
で
す
」。
小
池
さ
ん
は

乗
務
員
に
「
抜
け
道
と
し
て
、
生
活
道
路
を
利
用

し
て
い
る
の
は
私
た
ち
だ
か
ら
、
ど
ん
な
状
況
で

あ
っ
て
も
下
が
っ
て
、
相
手
に
笑
顔
で
道
を
譲
り

ま
し
ょ
う
」
と
言
い
続
け
、
い
ま
で
は
そ
れ
が
実

践
さ
れ
て
い
る
。

「
乗
務
員
も
事
故
半
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
加

し
て
い
る
と
い
う
意
識
を
持
つ
こ
と
で
、
徐
々
に

模
範
的
な
運
転
を
し
よ
う
と
心
が
け
て
く
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
乗

務
員
の
意
識
を
変
え
る
き
っ
か
け
に
な
っ
た
と
言

え
ま
す
。
以
前
は
苦
情
の
連
絡
が
あ
っ
て
、
は
じ

め
て
乗
務
員
が
起
こ
し
た
ト
ラ
ブ
ル
を
知
り
ま
し

た
が
、
最
近
は
乗
務
員
が
自
分
か
ら
『
今
日
、
こ

ん
な
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
か
ら
、
も
し
か
し
た
ら

苦
情
が
く
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
』
と
些
細
な
こ
と

で
も
苦
情
の
要
因
に
な
り
そ
う
な
こ
と
が
あ
れ
ば

報
告
し
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、

以
前
は
事
故
や
ト
ラ
ブ
ル
が
あ
る
と
、
乗
務
員
は

相
手
が
悪
い
と
言
っ
て
い
ま
し
た
が
、
最
近
は
言

わ
な
く
な
り
ま
し
た
。
年
々
ト
ラ
ブ
ル
や
苦
情
が

減
り
、
最
近
で
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
も
ち

ろ
ん
、
事
故
も
減
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
乗
務
員

の
安
全
意
識
や
運
転
マ
ナ
ー
が
向
上
し
て
い
る
か

ら
で
し
ょ
う
。
自
分
た
ち
が
安
全
運
転
を
す
る
こ

と
の
成
果
が
、
市
内
の
交
通
事
故
の
減
少
と
い
う

目
に
見
え
る
形
で
あ
ら
わ
れ
た
こ
と
も
大
き
い
と

思
い
ま
す
」。

今
回
の
鎌
ヶ
谷
市
の
事
故
半
減
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

は
他
の
自
治
体
か
ら
も
注
目
さ
れ
て
い
る
。
赤
羽

教
授
に
よ
る
と
隣
接
す
る
千
葉
県
市
川
市
、
白
井

市
が
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
・
研
究
へ
の
参
加

協
力
を
決
め
た
ほ
か
、
千
葉
県
外
の
複
数
の
自
治

体
か
ら
も
具
体
的
な
取
り
組
み
の
話
が
出
て
い
る

と
い
う
。
昨
年
、
市
民
参
加
型
交
通
安
全
対
策
支

援
シ
ス
テ
ム
を
試
行
す
る
こ
と
を
決
め
た
市
川
市

で
は
、
12
月
に
鎌
ヶ
谷
市
と
同
様
に
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
と
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
の
２
つ
の
方
法
を
使
っ

て
、
市
民
を
対
象
に
ヒ
ヤ
リ
体
験
ア
ン
ケ
ー
ト
を

実
施
。
担
当
の
市
川
市
道
路
交
通
部
交
通
計
画
課

主
幹
・
萩
原
美
之
さ
ん
に
よ
る
と
、「
こ
れ
か
ら

市
内
の
事
故
デ
ー
タ
と
ヒ
ヤ
リ
体
験
デ
ー
タ
の
統

合
分
析
に
着
手
し
、
平
成
19
年
度
に
は
具
体
的
な

対
策
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。
そ
の
前
に
、
事
故

デ
ー
タ
と
ヒ
ヤ
リ
体
験
デ
ー
タ
の
統
合
分
析
の
結

果
が
出
た
ら
、
速
や
か
に
市
内
の
ど
の
地
点
が
ど

の
よ
う
に
危
険
か
を
市
民
に
公
開
し
よ
う
と
考
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民
に
安
全
意
識
を

持
っ
て
い
た
だ
き
、
交
通
事
故
が
減
っ
て
い
く
こ

と
を
期
待
し
て
い
ま
す
」。

今
後
、
よ
り
多
く
の
自
治
体
に
市
民
参
加
型

交
通
安
全
対
策
支
援
シ
ス
テ
ム
を
普
及
さ
せ
る

た
め
に
は
、
そ
の
汎
用
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

赤
羽
教
授
た
ち
は
、
自
治
体
の
技
術
担
当
者
が

通
常
業
務
を
こ
な
せ
ば
鎌
ヶ
谷
市
と
同
じ
よ
う

な
効
果
を
あ
げ
ら
れ
る
よ
う
に
、
こ
れ
ま
で
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
、
そ
れ
を
使
い

こ
な
せ
る
専
門
技
術
者
の
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

開
発
す
る
活
動
を
始
め
て
い
る
そ
う
だ
。

東初富地区内の住民を交えたワークショップで対策
が検討された

平成15年11月26日から12月2日まで東初富地
区内の道路にクルマの走行速度を抑制するた
めの仮説のハンプや狭さくを設置し、社会実験
が行われた

安
全
を
意
識
す
る
こ
と
が

交
通
事
故
減
少
に
つ
な
が
る

情
報
公
開
と
市
民
参
加
で

ク
レ
ー
ム
解
消

交通安全に参加すシリーズ：現場最前線～生活道路の交通事故削減に向けて


